
愛川町ペタンク協会は、平成３年７月に日本ペタンク協会の普及指導員を中心に設立された会員数 

３０名の組織です。神奈川県ペタンク協会に加盟し、座間市、相模原市、厚木市、寒川町、横浜市 

などのペタンク協会との交流があります。大会にも多数出場しそれぞれ上位の成績を記録しています。 

屋外で家族や友達などと一緒に楽しめるスポーツを探している人、ちょっと運動して身体をリフレッシュし

ようとしている人、お金を使わずに良いスポーツをしてみたいと思っている人、気軽に付き合える仲間がほし

い人。ルールも簡単、誰でもどこでも気軽にできる、生涯スポーツとして、皆さんも楽しんでみませんか。初

めての方でも大歓迎、いつでもご参加ください、お待ちしています。 

例会は、毎月第１・３土曜日に坂本青少年広場で午前 10 時～１２時・午後１時～３時まで 

連絡先：事務局・熊坂 友治（くまさかともじ）電話：046-28５-2802 
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坂本多目的広場で行われた愛川町ペタンク協会の練習を訪問しました。 

当日は、久々の梅雨晴れの空の下、５名が練習とグラウンドの整備を行っていました。 

ペタンクは、昭和４５年フランスから入ってきたニュースポーツの球技で、金属球を木製の標的球（ビュ

ット）に向け投げて、より近づけることによって得点を競い合うゲームです。ペタンクの語源は、南仏プロ

ヴァンス地方の方言「ピエ・タンケ（両足をそろえる）」に由来していて 最古の球技とも言われるスポー

ルブールや助走をつけて行うプロヴァンサルゲームをベースに考案されたとされています。 

ゲームは、標的球を投げる権利を得たチーム（１人）がスタート地点を定め、サークルを描き、その中か

ら標的球を投げることから始まります。１ゲームは、トリプルス（３対３）・ダブルス・シングルスのいず

れかで対戦し、トリプルスのときは各自２個ずつ、ダブルス、シングルスのときは各自３個ずつ金属球を持

ちます。１セット（メーヌ）が終了した時点でポイントを計算し、どちらかのチームが１３点（予選試合な

どは１１点）を先取するまで続けられます。 

筆者も実際に金属球を持ち、投げ方を教わってバックスピンをかけるように投げてみました。 標的球に

近づける楽しさや難しさがあり、メンバー皆さんの熟練度には脱帽でした。 

投げ方はいろいろあり、相手球にダイレクトに当てたり、自球を守ったりと戦略的にも面白そうです。良

い体験ができました。皆様もいかがですか！！ 

スタッフ訪問記 

標的球（ビュット） 
スタートのサークル 


